
え りも町 にお け る小鳥 類 の秋 の渡 り調査(3)

村 上 速 雄1)

1.調 査 目的

鳥類標識調査の目的は、足環によって烏類を個体

識別し、再捕獲や観察によって渡 りや移動、寿命や

繁殖開始年齢などの生態を解明することにある。ま

た、観察では識別が困難な種や潜行性、夜行性のた

め観察 しづ らい鳥種を捕獲することも多く、地域の

鳥相を把握するうえで役立っことが多い。こうした

放 鳥や再捕獲の記録は、鳥類を保護 ・管理するうえ

での基礎資料 となる。

今回も前回(2006村 上)に 引き続き、えりも町

本町に近い歌別コロップ川(42000/N,143。10!

E)で2006年 及び2007年 に9,月から10,月 にかけて

かすみ網を用いた標識調査を行った。調査概略およ

び結果をそれぞれ報告する。なお、爲類標識調査は環

境省の許可(許 可証番号2006年 度 第02-0227

号,2007年 度 第02-0302号)を 受けて行 った。

2.え りも町歌別 コロ ップ川 での調査

2.12006年 の調査

2.1.1調 査概 要

2006年 は9月15日 か ら10 ,月29日 までの問に27

日間行 った。コロップ川 の調査地 は前回行 った2005

年 と同 じ場所 で植 生は変わ らず牧草地跡で植生は主

にヨモ ギ ・イネ科草本か らなる。また、牧草地の両

側に南北には しる広葉樹の尾根があ りその林縁に樹

高1.5～2.Omの ノ リウツギの群 落:がある。

調査 には前 回と同様に ノリウツギの群 落を囲むよ

うに30メ ッシュ ×12mの かすみ網 を3枚 、36メ ッ

シュ×12mの かすみ網 を1～3枚 、また草丈2mほ ど

の ヨモ ギ、ヨシの草地の 中に36メ ッシュ×12mの か

すみ網 を最大2枚 用いた。鳥 を誘引す るためにテー

プ レコーダー、～P3再 生機 とポー タブル アンプス ピ

ー カーを組み合 わせた もの2台 、カーステ レオ と15

Wス ピーカー・2台を使用 した。9月 か ら10月 上旬ま

では、夜 明け前か らノゴマ、クロツグ ミ、夜明け後

か らアオジ、 ビンズイな ど、また 日没後は コノハズ

クの晦 りを流 した。10月 中旬以降は夜 明け前か らノ

ゴマ、クロツグ ミ、アカハ ラ、夜明け後 からアオ ジ、

ビンズイ、カシラダカ、ベニマ シコな どの聴 りを流

した。

2.1.2調 査結果

調査 の結果 、43種2,044羽(新 放鳥2,036羽 、再

捕獲8羽)を 放鳥 した。日別 の放鳥数 を表1に 示 した。

優 占種 はアオジで1,089羽 放鳥 し全体の53.5%を 占

め、10,月16と27日 に放 鳥数の最大値を記録 した。

次にノゴマで362羽 放鳥 し17.7%を 占めた。本種 は

9月16日 か ら捕獲 され始 め、10月13日 に渡 りの山

を迎え、10,月27日 にはまった く捕れな くなった。

次いでベニマ シコ127羽(6.2%)で10月14日 か ら捕

獲 され始めたが10月29日 の調査終了 日にはまだ捕

獲iされてお り、その後の動 向は不 明であった。次い

で ビンズイ93羽(4.5%)で9月17日 か ら捕獲 され始

め10,月4日 ごろに渡 りの山を迎 え10,月28日 に捕れ

な くなった。次いでカ シラダカ87羽(4.3%)で10

月16日 か ら捕獲iされ始 めたが10月29日 の調査終 了

日にはまだ捕獲 されてお り、その後の動 向は不明で

あった。

それ以外の種は捕獲数 が少なかったため動向を把

握す るに至 らなか った。

1)村 上速雄 日本鳥類標識協会所属 TO53-0042
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2.1.3回 珂又ノ為

回収記録 はコノハズ クで1例 、ノゴマで1例 、ア

オジで5例 が得 られた。

コノハ ズクは10月3日 に本調査地で放鳥 されたも

のが10.月15日 に愛知県額 田郡幸 田町で回収 され た。

12日 間で約948km移 動 した。本種 の愛知県での回収

は初記録 であった。

ノゴマは2005年10,月26日 に本調査地で放鳥 され

たものが2005年11,月17日 に青森県八戸市で回収 さ

れた。22日 間で約220㎞ 移動 した。本種の青森県で

の回収 は初記録 であった。

アオジは根室市で放 鳥され た個体 が3例 あった。

その1例 は2005年10,月6日 に放鳥 された ものが10

,月14日 に回収 された。1年8日 後の回収であった。

2例 目は2006年9月30日 に放鳥 された ものが10 ,月

27日 に回収 され た。27日 後 の回収であった。3例 目

は2006年10月13日 に放鳥 されたものが10,月27

日に回収 された。15日 後の回収であった。 根室市

以外 の地域 か ら2例 あ りその1例 は2006年10,月6

日に斜里町で放 鳥された ものが10,月27日 に回収 さ

れ た。22日 後の回収であった。2例 目は2006年10

,月19日 に標津町で放鳥 されたものが10,月27日 に回

収 された。9日 後 の回収であった。斜 里町、標津町

か らの短期回収 は初記録 であった。

2.22007年 の調査

2.2.1調 査概略

2007年 は9 ,月21日 か ら10,月24日 までの間に20

日間行 った。調査地は2006年 と同 じ場所 で植生は前

年 と変わ らなか った。

調査には前回 と同様にノ リウツギの群落 を囲む よ

うに30メ ッシュ ×12mの かすみ網 を3枚 、36メ ッ

シュ ×12mの かすみ網 を1～4枚 用い、また草丈2m

ほ どの ヨモ ギ、 ヨシの草地の中に36メ ッシュ ×12m

のかすみ網 を最大3枚 用いた。鳥 を誘 引す るために

ため、テー プ レコー ダー、NP3再 生機 をポー タブル

アンプス ピーカーに組 み合 わせ たもの3台 とカー ス

テ レオ と15Wス ピーカー2台 を使用 し、9月 か ら10

月上旬までは夜 明け前か らノゴマ、ク ロツグミ、ア

カハ ラを、夜明け後か らシマセ ンニュ ウ、 ビンズイ

を、日没後はコノハ ズクの晦 りを流 した。10月 上旬

か ら10月 下旬 までは夜明け前か らノゴマ、クロツ グ

ミ、アカハ ラ、夜 明け後 か らビンズイ、カシラダカ、

ベニマ シコの聴 りを流 した。

2.2.2調 査結果

調査の結果33種1,842羽(新 放鳥1,823羽,再 捕獲

19羽)を 放鳥 した。 日別の放鳥数は表2に 示 した。

優 占種はアオジで949羽 を放 鳥し、全体の52.1%を

占めた。10.月10日 、11日 、19日 、24日 に100羽 以

上放鳥 し19日 に最大値 を記録 した。 次にノゴマで

274羽(15.0%)を 放鳥 したが、今年 は音声再生機 の不

具合があったため渡 りの動 向を示す最大値 は不明で

あった。

次いで ビンズイ123羽(6.7%)で9,月21日 か ら捕獲

され始め9,月25日 と10,月2日 に渡 りの山を迎 え10

月19日 以後、捕れな くなった。次いでカ シラダカ

116羽(6.3%)で10月7日 か ら捕獲 され始 めたが10

月24日 の調査終 了 日にはまだ捕獲iされ てお り,その

後 の動向は不明であった。次いでベニマシコ94羽

(5.2%)で10月10日 か ら捕獲 され始 めたが10月24

日の調査終了 日にはまだ捕獲iされてお り、その後の

動 向は不 明であ った。

それ以外の種は捕獲数 が少 なかったため動 向が不

明であった。

2.2.3回 収 鳥

回収記録はアオジで4例 が得 られた。1例 は2006

年10,月2日 に帯広市で放 鳥された ものが10月12

日に回収 された。1年10日 後の回収であった。2

例 目は2007年10,月5日 に根室市で放鳥 され たもの

が10月18日 に回収 された。13日 間で約240㎞ 移
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動 した。3例 目は2007年10月12日 に釧路市阿寒

町で放鳥 され たものが10月18日 に回収 された。6

日間で約160㎞ 移動 した。4例 目は2002年10,月15

日に標津町で放 鳥された ものが10,月24日 に回収 さ

れた。5年9日 間後の回収 であった。

考察

2年 間の本調査地での回収記録はコノハズクで1

例、ノゴマで1例 、アオジ9例 であった。アオジは

9例 中4例 が根室市、2例 が標津:町、1例 が斜里町、

1例 が阿寒町で放鳥された個体であったため、道東

地方のアオジの一部はえりも町を通過 していること

を示 していると考えられた。

注目に値する放 鳥例 としてコホオアカ(図1)が あ

げられる。2006年2007年 ともに確認 された。えり

も町付近での確認は今回初めてである。

図1.コ ホオアカ 性不明幼鳥2006年9月18日 撮影

次に2002年 から2007年 までの6年 間に毎年100

羽近 く放鳥したアオジ、ノゴマ、ビンズイ、カシラ

ダカ、ベニマシコの5種 類の動向について考察 した。

しかし、本調査では網の枚数や位置を変えたり、誘

引音声をかえた りしたこと、また、この地域は強い

風がよく吹くため風向きにより鳥の動きが止まった

り、調査を中断 したことがある。このため放鳥数が

少ない種類では正確に鳥の動向を述べることはでき

ないが、各種、各年のデータから渡 りの山について

推測 した6

アオジ

誘 引の音声 は使用 した りしなかった りしたため

正確 な動向は把握 できなかったが、概ね捕獲 され始

めるのは10,月1日 ころ、渡 りの山を迎えるのは10

月15日 ころ、捕獲 されな くなるのは10,月30日 ころ

であった。

ノゴマ

2004年 に放鳥数:が突然増加 したが、これは誘引音声

を変えたことと、音声を用いる時間帯を変えたこと

が影響 したと考えられた。 しかし途中リングが不足

したり、音声装置が故障し音声が流れていなかった

りしたため鳥の動向は正確に把握できなかった。捕

獲され始めるのは9月20日 ころ、捕獲されなくなる

のは10月15日 ころで渡 りの山は不明であった。

ビンズイ

2006年 に放鳥数が増加 したがこれは誘引音声を

使用したこと、網の張り方を変えたことと調査を9

.月中旬から始め調査期間を長期に行ったことが影響

したと考えられた。捕獲 され始めるのは9月10日 こ

ろ、捕獲 されなくなるのは10.月20日 ころであった。

顕著な渡 りの山はみられなかった。

カシラダカ

2007年 に放鳥数が突然増加 したが、これは誘引音声

を使用 したことが影響 したと考えられた。捕獲され始

めるのは10,月10日 ころであったが、渡 りの山を迎え

る時期と捕獲 されなくなる時期は不明であった。

ベニマシコ

2007年 に放 鳥数が突然増加 したが、これは誘引音声

を使用したことが影響したと考えられた。捕獲され始

めるのは10.月10日 ころであったが、渡 りの山を迎え

る時期 と捕獲 されなくなる時期は不明であった。
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今後の課題として種類によって渡る時期が概ね解

明されてきたので、調査方法を工夫 しさらに各種の

渡 り時期を解明していく予定である。

3.回 収記録の解析

本調査において標識 鳥の回収記録が2001年 から

2007年 に25例 得 られた。なお白地図には発表 した

記録(2004,2006村 上)も 図示 し、また04年 、06

年のえりも紀要発表後に記録があったものもここ

で記載する。

3.1ア オジ 伽加ガz∂ εραわα揃 ∂ノ∂

アオジの回収は21例 あ り、全て50㎞ 以上離れた

回収であった。ここでは例数が多いため放鳥後6ヶ

月未満の短期回収と6ヶ 月以上の長期回収に分けて

図示 した。

3.1.1ア オジ 伽加rゴz∂5ραわα劾∂1∂ の長期回

収記録

長期回収記録は9例 あり、うち6例 が道東地方放

鳥であった。またこれ らの個体は主に10月15日 ま

でに捕獲され道東地方でその年に放 鳥された個体よ

り2～7日 早くえりもで捕獲された。

　 まは　 き　セや　や ゆゆ ま　 っぬも でお ぬ 　 ぎムガ ヨむ オずロ コゐげ 　ムゴ
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2006.10.02MJ北 海 道 帯 広 市 →2007.10.12MA

北 海 道 え り も町(355日)

2002・10・15MJ北 海 道 標 津 町 →2007・10.24MA

北 海 道 え り も町(1835日)
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3.1.2ア オジ 伽加rゾz∂εραノbo鋤∂1∂ の短期回

収記録

短期回収記録は12例 あ り、 うち10例 が道東地方

放鳥であった。道東地方で放鳥 され、 え りもで再捕

獲 された個体 は主に10月20日 以降に捕獲 され、最

短6日 間、最長27日 間、平均17.8日 間でえ りも町

に到達 した。

　お 　 　 　 　 ロ ロ 　 　るプ 　セ ウ 　んギ 　ムらウ ユみボ 　みアウ 　みザ 　ムガ 　ら　

1-45◎

一44や

一43"

一42。

一41◆

一40◎

一39。

一38。

凝,,Il,,,、1,1,

図8.ア オ ジ 伽 加rfz∂ ερo∂bo鋤 ∂ノ∂ の短 期 回 収 記 録

2006.10.16MJ北 海 道 斜 里 町 →2006.10.27MJ

北 海 道 え りも 町(21日)

2006.10.19UJ北 海 道 標 津:町 →2006.10.27F?J

北 海 道 え り も町(8日)

2006.10.13MJ北 海 道 根 室 市 →2006.10.27MJ

北 海 道 え り も町(14日)

2006.09.30MJ北 海 道 根 室 市 →2006.10.27MJ

北 海 道 え り も町(27日)

2007.10.05F北 海 道 根 室 市 →2007.10.18FA

北 海 道 え り も町(13日)

2007.10.12fJ北 海 道 阿 寒 町 →2007.10.18FJ

北 海 道 え り も町(6日)
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3.2ノ ゴマ 砂 ノ孟加 ω30∂ 刀f(㌍θの回収記録

ノゴマの回収 は2例 あ り、全て6ヶ 月未満 の短期で

50㎞ 以上離れ た回収で あった。

図9.ノ ゴマ 分 π 加oα50∂ ノ万 ρρθの 回収 記 録

2004.10.06MJ北 海 道 音 威 子 府 村 →2004.10.13

MJ北 海 道 え りも 町(7日)

2005.10.26FJ北 海 道 え り も 町 →2005.11.17

FJ青 森 県 八 戸 市(22日)
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3.3コ ノ ハ ズ ク 砒α53α2ρ3と コ ヨ シ キ リ

ォoroO印 加ノ〃3房 蕊ガ8ゴ0βρ3の回収記録

両種 の回収 は各1例 あ り、全て6ヶ 月未満 の短期で

本州での回収で あった。

杢国 土 地 理 院 ま 認 平 、4総 榎 第149号 一1§5・・1§6・・16ア・ ・1§8・・1§9・r4げ ・1416-14プ ー143・ ・144・ ・145ウ・14石・ ・147
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図10.① コ ノ ハ ズ ク0オ α35・qρ5,② コ ヨ シ キ リ

加 塑0θρ舶 ノ〃3厨 託 がgゴ0βρ5の 回収 記 録

① コ ノハ ズ ク

2006.10.03UJ北 海 道 え りも 町 →2006.10.15UU

愛 知 県 幸 田 町(40日)

② コ ヨシ キ リ

2005.09.22UJ北 海 道 え りも 町 →2005.10.07UJ

鳥 取 県 米 子 市(15日)
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